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● 食生活の変化から生活習慣病予備軍が増加

厚生労働省の調査では、高校生の４割超、信大医学部の調査では、

中学生の約 37％が生活習慣病の予備軍であるとの報告があります。

癌発症の低年齢化、心臓や脳疾患の増加等で、医療費は年々増えてい

ます。国や市町村の負担が増加し、家族の負担も大変なものとなりま

す。これからは、心と体が元気になる方法を考えることが必要です。

● 非行防止・学力向上は授業と食生活の改善から

平成４年、荒れた学校に赴任した私は、まず、分かる授業・できる

授業となるように、授業改善に取り組みました。先生が努力してよい授業をすると、今ま

でうつ伏せていた子どもたちの背筋が伸びてきました。学校にひきつけられてきたのです。

それでもよくならない子がいました。部活動の大会で弁当を見ると、コンビニの弁当や

カップヌードル、菓子パンとジュースを食べている子どもがいることに気づきました。子

どもたちは、今日は何が入っているかと思って弁当を広げます。そこで、期待や感謝、親

への思いや家族の絆を感じます。しかし、買った弁当には、それがありませ

ん。また、好きなものだけを食べていれば、必要な栄養が取れず、切れやす

くなったり、無気力になったりすることも心配になりました。

● 手作りのバランスのよい食事が子どもを健やかに育てる

食生活の調査をしてみると、朝食をとらない子、肉類や菓子・ジュース等が中心の偏っ

た食事をしている子が多いことがわかったのです。３～４割が、朝食を食べていない。夕

食から給食まで、何も食べていないのですから、一番エネルギーが必要な時間に力がわい

てこないはずです。イライラして、切れる、いじめをする、勉強する気になれない等、心

も落ち着きません。また、食べてきても、朝食は菓子パンやジュース、夕食は焼肉やカレ

ー等で、カルシウムやマグネシウム、亜鉛やビタミン等が十分摂取できないメニューです。

家庭に任せるばかりでなく、学校給食でも、米飯と魚を多くした和食献立を工夫しまし

た。農薬や添加物が少ない食品選びにも心がけました。こうして、食生活が変わることに

よって、学校からは、タバコの吸殻がなくなり、不登校が減少し、図書館がにぎわうよう

になりました。善悪の判断ができるようになり、自らから学ぶ意欲がうまれたのです。

● 心にうるおいを与える学校環境に

犯罪を起こした子どもの出身校を訪れると、学力伸ばしていても、学校が寒々している

と感じることがほとんどです。花を大切にする先生や子どもがいる学校づくりも大切です。

ＰＴＡ講演会 講師：教育・食育アドバイザー 大塚 貢 先生（元真田町教育長）

演題『食で変わる心と体 ～ やればできる 非行ゼロが 学力向上が ～』


